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オプション





本機は、大型トラック、バス及びライトトラックのタイヤ交換作業を行う際に車両を持ち上

げるためのジャッキです。
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本機の操作は、使用方法を熟知した人以外は使用しないでください。

本機の使用を禁止し、お買上げの

販売会社に連絡して、点検を受けてください。

車両ジャッキアップ以外の目的に使用しないでください。
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１．供給エアのドレン管理を充分に行ってください。
　　（ドレンによりブースター本体に錆が発生し、パッキン、Oリングの摩耗原因となり
　　　ます。）
　　エアフィルターを通したクリーンエアを使用してください。
２．タンク内の油圧作動油はブースター作動時、潤滑油としてブースター各部に回るよ
　　うに設計されておりますので、排気口に微量の油が排出されます。
　　油が減少した場合は補給すると共に、６ケ月ごとに交換してください。（作動油は、
　　小野谷純正オイル、またはISO  VG32  耐摩耗性油圧作動油を使用してください。）
３．本機はレギュレーター〈減圧弁〉によって必要以上の力が加わらないように調整さ
　　れておりますので設定圧力の変更は行わないでください。
４．空突きあげ（無負荷でエンドストロークまでラムを上昇させること）は油圧経路内
　　のエア抜き以外の用途で行わないでください。
５．ジャッキラムは使用後必ず降ろし、適時、頭部の泥を取り除いてください。
６．車両ジャッキアップ時は純正アタッチメントを装着してください。

　　※アタッチメントを装着せず使用した場合、装着口が潰れ、アタッチメントが装着
　　　できなくなる場合や、装着口の破損へつながります。

両

両
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本機は持ち運びが出来る様に車輪が付いておりますので、地盤が強固な所に設置してくださ

い。

本機は据付の必要がありません。

本機の梱包を解いて、エア供給口へコンプレッサーからの圧縮エアを接続することで使用で

きる状態になります。



ジャッキオイルタンク

オイル給油口

バルブ

圧縮エアー

排気

減圧弁ブースター

と

品

7 輪

8 ボ

9 LED照明装置（オプション） ジャッキアップポイントをLEDにより照射、照らします

固定 と 品

ハンドルポジション
切   替   レ   バ   ー

操   作   バ   ル   ブ

圧  抜  き  バ  ル  ブ

ラムの上昇、下降操作を行います。

荷重を受けるピストン部です。

両

両 です。

使用します。

9



＜上昇操作 ＞
①　エア供給口へ圧縮エアを接続し、ハンドルポジション切替レバーにてハンドルを水平状態

　　にしてください。

　　次に車両ジャッキアップポイントの高さに適した本機付属品のアタッチメントを装着して

　　ください。

②　ジャッキアップポイントへ本機をセットし、操作バルブのレバーを上側へ切り替え、圧縮

　　エアを送り込み本機を作動させます。

③　ジャッキアップポイントにアタッチメントが到達した時点で､圧抜きバルブを右回し ( 時

　　計回し ) に締め込みます。

　　※　２段･３段仕様のジャッキに関しましては､ラム部のパッキンの消耗や､潤滑油の状態　　　　　　　

　　　　によっては､上昇･下降の順序が変わる場合がございますが異常ではありません｡

ハンドルを倒した際、エア供給口が地面に触れないようセットしてください。

 (本機内部へ異物が侵入し、動作不良の原因となります。)

わき見をしながらの操作はしないでください。重大な事故へとつながります。
また､能力を越える車両はジャッキアップしないでください｡
本機損傷へとつながります｡

必ずアタッチメントの中心に荷重が加わるようジャッキアップポイントへセット
してください。また､偏荷重での使用はしないでください。    

車両の上昇量は､リジッドラック(馬)･枕木をかけることができる最小量としてくだ
さい。  必要以上の上昇はリジッドラックの位置決めがしづらいばかりか､  車両の
落下や人身事故へとつながります。   

自動車メーカーが指定するジャッキアップポイント以外の部分で支持しないで
ください。車両の変形･荷重バランスの悪化により重大な事故へとつながります。

警　告



＜停止操作 ＞
①　ジャッキアップが終了したら、操作バルブを中立位置に切り替えて本機動作を停止します。

　　※　エア供給停止後もブースター内圧の排圧処理のため作動音が鳴る場合がありますが、　　　　　

　　　　異常ではありません。　

　　停止後は､荷重を保持した状態となります。

＜下降操作 ＞
①　操作バルブのレバーを下側へ切り替え、圧縮エアを送り込んだ状態で､圧抜きバルブを

　　左回し ( 反時計回し ) にゆっくり緩め､車両を徐々に下降させます。

ハンドルを倒した際、エア供給口が地面に触れないようセットしてください。

 (本機内部へ異物が侵入し、動作不良の原因となります。)

〈上昇操作〉〈停止操作〉〈下降操作〉

ジャッキアップポイントにアタッチメントが到達した時点で一旦停止させ､車両の
正しいジャッキアップポイントへセットされていることを確認してください。
合っていない場合、一旦下降させ正しいジャッキアップポイントへ合わせてください。

車両の上昇･下降させる場合に車両の下､または周辺に人や物がないことを確認
してください｡重大な事故へとつながります。

圧抜きバルブはゆっくり回してください｡早く回すと車両は急激に下降し､ジャッキ
が外れ、重大な事故へとつながります｡

下降中の車両を急停止させないでください車両の落下や本機損傷へつながります。



＜BAJ-120W spec2・BAJ-135W spec2・BAJ-150W spec2・BAJ-165W spec2＞

＜BAJ-300 spec2・BAJ-250-H spec2＞

＜BAJ-300S spec2＞

A 120T



８.オプション

（1）LED照明装置（J-Luce）

LED照明装置にはタイマー機能が備わっており、スイッチを「ON」にした後、１分間経過

後に自動消灯します。また以下の手順により、タイマー機能の「設定」・「解除」を切り換え

る事ができます。

　①　スイッチを２秒以上長押ししてください。

　②　LEDが短く２回点滅したらタイマー機能の「解除」完了です。

　③　LEDが短く１回点滅したらタイマー機能の「設定」完了です。

　※タイマー機能の「解除」時に LED 照明装置使用の際は、スイッチ「ON」時に LED が

　　短く２回点滅した後点灯します。

９.定期点検
本機を安全に長く使用して頂くための大切な点検項目です。
定期的に点検を実施してください。

点検期間

毎　日

・ジャッキ ラム

・各部可動箇所

・アタッチメント

・各ネジ･ボルト･ナット

・オイルタンク

・オイルタンク

・ジャッキ ラム上昇・下降動作に

　異常はないか

・破損・動作異常はないか

・破損・異常はないか

・破損･緩みはないか

・作動油の容量確認

・作動油の容量・状態確認

・潤滑油注油、交換(弊社にて修理)

・潤滑油注油、交換(弊社にて修理)

・交換

・増し締め､交換

・給油、交換

・給油、交換

・(湿気の多い地域では３か月毎の交換)

毎　週

毎　月

6ヶ月毎

点検箇所 点検項目 点検要領



ブースターが動作
しない

・供給エア圧力不足   

・潤滑油不足        

・弁ピストン ゴム弁摩耗

・弁ピストン パッキン摩耗

・供給エア圧力の確認                

・エア供給口より注油                

・ゴム弁交換                       

・パッキン交換     

・リリースバルブ鋼球弁

   動作不良            

・ジャッキ ラム Ｏリング破損

・ジャッキ シリンダー部破損

・リリースバルブ内部の鋼球弁、スプリング

   部の異物排除                      

・Ｏリング交換(弊社もしくは販売会社にて修理)

・弊社にて修理     

・作動油不足        

・油圧経路内のエア混入

・供給エア圧力不足   

          

  

・ポンプハウジング鋼球弁

・動作不良           

・リリースバルブ鋼球弁

　動作不良           

・油圧ピン部のパッキン、

   バックアップリング、

   真鍮リングの摩耗・破損

・作動油補給                       

・エア抜きする                     

　 ジャッキを無負荷でストロークエンドまで

 　上昇させ、下降させる。           

　(同動作を３回程度繰り返す。)     

・ポンプハウジング内部の鋼球弁、スプリング

　部の異物排除                      

・リリースバルブ内部の鋼球弁、スプリング

   部の異物排除                      

・パッキン、バックアップリング、真鍮リング

　交換                            

荷重負荷時に

上昇しない

荷重負荷時に

自然下降する

故障かなと思ったら、修理を依頼する前にもう１度確認してください。異常が生じた時はこの

取扱説明書を再度よくお読み頂き、下記の点検をした上で、それでも不調が改善されない場

合はお買い上げの販売会社へご連絡ください。



120mm
315mm

120
45
50

500
33kg

150mm
405mm

150
75
80

500
37kg

165mm
450mm

165
90
95

500
38kg

500
34kg

BAJ-120W spec2 BAJ-135W spec2 BAJ-150W spec2 BAJ-165W spec2

BAJ-120T BAJ-250-H spec2 BAJ-300 spec2 BAJ-300S spec2

※1  100mmアタッチメント使用時　  ※2  150mmアタッチメント使用時　  ※３　補助ネジ＋75mmアタッチメント使用時　  

※4  75mmアタッチメント使用時

供給エア圧力
 重　　量
E

1000kpa 以上

120mm
370mm

120
50

56.5
68.5
670

45kg

255mm
560mm

255
155

190mm
450mm

190
110

520
40kg

195mm
445mm

195
110

 65(ネジストローク）

520
40kg

25ton 30ton1段目：43ton  2段目：23ton  3段目：10ton

520
48kg

供給エア圧力
 重　　量
E

1000kpa 以上

※１ ※１ ※１ ※１

※4 ※2 ※2 ※3

BAJ-120T 寸法図 BAJ-120W spec2・BAJ-135W spec2・
BAJ-150W spec2・BAJ-165W spec2 寸法図

BAJ-250-H spec2・BAJ-300 spec2 寸法図 BAJ-300S spec2 寸法図

Ｅ

Ａ
Ｂ

Ｃ

1
0 7
5

Ｅ

Ａ
Ｂ

1
0 7
5 1
5
0

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｅ

1
0 5
0 1
0
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Ａ
Ｂ
Ｃ
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Ｅ

1
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0 7
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取扱説明書、本体注意ラベル等の注意書に従って正常な使用状態で保証期間内（納入後１年以内）に
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令 和  ３ 年 ５ 月 １ 日

令 和  ４ 年 ２ 月 １ 日

令 和  年 月 日

BAJ-120T
BAJ-250-H spec2
BAJ-300 spec2
BAJ-300S spec2

BAJ-120W spec2
BAJ-135W spec2
BAJ-150W spec2
BAJ-165W spec2




